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査，地震，火災などの災害時に使用される人命探査装置などの Through Wall Imaging
技術が挙げられる．筆者らはこれまでイメージングに適したアンテナ[1], [2]として，
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図 1 対せき形フェルミアンテナの構造 
 
で与えられる．ここで a，b，cはテーパの形状を表すパラメータである．aは ∞→x に 
おける関数の漸近値を表わし，cは関数の変曲点である．また， 4)( abcf =′ であり，b
は変曲点における接線の傾きを決めるパラメータとなる．ここで 2)( acf = の関係があ
り，また， 1)( >>− cLb であれば，開口幅は aW 2= で与えられる．設計周波数を 10GHz 









∆z=0.25mm，吸収境界条件は 8層の PML（Perfectly Matched Layer）を用い，解析領域




VSWR の周波数特性を図 2 に示す．FDTD 法による計算値と実験値は概ね一致して
いる．6GHzから 14GHzにかけてVSWRが低くなり，VSWR<2となる比帯域は 1:2.5
であった．周波数 10GHz における E 面と H 面の放射パターンを図 3 に示す．計算












































答波形のピーク値の遅延時間はd =0, 0.5m, 1mの場合に対してそれぞれτ = 1.97 ns, 
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t = 3.29 ns, 5.16 ns, 7.53 nsにおけるパルス応答の振幅分布をそれぞれ図 7に示す．t = 
3.29 nsの場合，主にベニヤ板の導体外枠のイメージが得られており，強い反射波が観
測されている．一方，t = 5.16 nsの場合，ベニヤ板の背後に隠れた導体柱，導体定規
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(c) t = 7.53 ns 
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